
（別添資料１）

事業所名 作成日 令和7 年 1 月 ２０ 日

法人（事業所）理念 ワールドキッズは、専門の作業療法士が推奨する【感覚統合療育】頻度を高く、しかも制度を活用して無理なく続けられるようご提供することを通じ、お子様
の発達を親御さんとともに支援していくことを目指し、設立いたしました。

支援方針 感覚統合療育では、感覚に適切な刺激を与え、整えることで、脳に入ってくる情報を交通整理出来るようにすることを目指します。時間をかけ繰り返し行うこ
とで、言語、対人、動作などの発達をさらに促し、丈夫な身体、穏やかな情緒と社会性を身につけることができるように支援していきます。

営業時間 10 時 0 分から 19 時 0 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

運動・感覚
・園や学校の体育で必要な運動スキルを学び、安全性を重視した体操器具を用いて身体の使い方を身に着けます。
・姿勢の保持や上肢・下肢の運動・動作の習得・筋力の維持など、身体に感覚刺激が入る運動を行います。
・保有する視覚・聴覚・触覚・前庭覚・固有覚などの感覚を十分に活用できる活動を通して支援を行います。

認知・行動
・物や空間、時間の概念の形成を図ります。
・大小、色や数、日付や時計の認知力を個々の特性に配慮して適切に処理ができるよう支援します。
・感覚や認知の偏り、こだわりなどからくる行動の難しさを予防し対応のスキルを身につけられるよう支援していきます。

言語
コミュニケーション

・それぞれに配慮された集団や個別での場面で、人との相互作用を通じて、コミュニケーション能力や自己発信能力を高めます。
・困りごとや自分がしたいことを、言葉や非言語でも適切に意思が伝えられるよう支援します。
・発語が少ない場合には、歌などで聴覚や、視覚からもアプローチして支援していきます。

人間関係
社会性

・感覚や運動の活動を通じてルールを覚えたり、人の模倣を行うことで、徐々に共同活動をし社会性の発達を支援する。
・必要な当番を行い、役割を最後までやり遂げる力を養う。集団の活動に意欲的な参加を促していく。
・遊びの中で勝ち負けが生まれても楽しく参加できる力や、友達を応援する気持ちを養う。

家族支援
・児童に関する情報の提供と定期的な支援調整を行います。
・児童の課題について聞き取りやモニタリングを行い、必要な助言
や支援を行います。

移行支援
・移行先との援助方針や支援内容等の共有、支援方法の確認や
伝達を行います。
・併行通園の場合は、利用日数や時間等の調整します。

地域支援・地域連携
・教育機関や保育所等の子育て支援機関との連携
（例：保育所等訪問支援）を必要に応じて行います。
・個別のケース検討のための会議へ出席をします。 職員の質の向上

・支援者会議を都度行い、職員間の情報や理解を高め支援に活
かします。
・社内外の研修へ積極的に参加します。

主な行事等 ・季節毎のイベント　（例：お花見、夏祭り、ハロウィンパーティ、クリスマス、節分等）を行います。

・手洗いうがいの衛生力を高め、健康状態の維持、安心・安全な生活の改善を支援します。
・時計を意識した行動を促し、水分補給や休息の間隔を学ぶ。準備や片付けの自立を目指す。基本的生活スキルを身につけます。
・それぞれの子どもに合った身体的、精神的、社会訓練を支援していきます。

感覚統合スタジオ　ワールドキッズ大森教室 支援プログラム（参考様式）


